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要 旨
本稿は、2019年8月1日～17日 switch point（東京）で開催した個展「Expanded Cloud」にて初公
開したメディアインスタレーション作品『Expanded Cloud ver．4』（以下「本作品」）が、上記会期中
に自動生成したオート・ファウンド・フッテージ※1による視聴覚現象を、本作品内システム「Grabbing
Clouds」が、文字列により自動記録した内容を紙面上に印字し公開するものである。本作品は、ネッ
ト情報群の映像・音楽創作への活用及びそれら視聴覚現象を文字列で即時記録する試みであり、2019
年1月公開のネット・アート作品『Expanded Cloud ver．3』及び「Expanded Cloud ver．3－クラウド
データを用いた即時的自動処理によるファウンド・フッテージ－」（土屋2019）で示した内容から発
展的改変を施したものである。また、〈自動生成とその記録化〉にあたり、大別すると、⑴「インター
ネット上の映像ファイル群への即時的自動介入（分解、変容、融合・結合）の無限反復による、視聴
覚現象の無限自動発生システム」、⑵「自動発生する視聴覚現象の記録化を文字列の〈自動記述〉・〈自
動発声〉でおこなう変換システム」の2区分により構成されている。ここでは、上記⑵に焦点を当て、
個展17日間に渡り生成された文字列を公開する。なお、紙面の都合上、分割発表により全記録を順次
公開していく。本稿はその第1号である。
【キーワード】 現代美術、メディアインスタレーション、ネット・アート、ファウンド・フッテージ、
インターベンション・アート
佐賀大学芸術地域デザイン学部 地域デザインコース
Course of Regional Design, Faculty of Art & Regional Design, Saga University
※1 既存の映像を引用し映像を作る手法。引用は劇映画、記録映像、教育映画、ポルノ映画、TVCM、監視映像など様々。「オー
ト・～」は、無作為かつ自動的に〈ファウンド〉したフッテージへの即時的介入を経て、視聴覚現象を自動発生させる作品『Ex-
panded Cloud ver．4』（土屋2019）の手法についての呼称。
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1．作品概要
1‐1．タイトル
Expanded Cloud ver．4
1‐2．初発表年月
2019年8月
1‐3．形式
メディアインスタレーション
1‐4．素材・使用技術
PC，タブレット端末，ディスプレイモニター，
映像用プロジェクター，映像用スクリーン，Blue-
tooth スピーカー，インターネット無線 LANルー
ター，インターネット接続回線，WWW，インター
ネットサーバー，domain, HTML5，CSS，JavaS-
cript，PHP，JSON，YouTube API（Date API v
3，Player API）．
1‐5．サイズと尺
サイズ可変。
無限自動生成再生。
2．主要システムの概要
本作品は、3つのシステムの相互関係により成り
立っている。それぞれのシステムへの同時アクセ
スにより、互いに通信し合い作動を始める。以下
に、その3つの主要システムの概要を記す。
Expanded Cloud
http://expandedcloud.net/ver4/
本作品のメインシステム。ネット映像への即時
的自動介入による視聴覚現象の即時生成を担う。
プレイヤーを重層配置し、個々にフッテージや
音声を読込む多重再生構造。Ver．3の4層構造（映
像2層，音声2層）から8層構造（映像4層，音
声4層）へ更新。
ファウンド・フッテージにおいて、創作者の意
図に沿ったフッテージの引用・編集行為を介さず、
第三者のキーワード入力によるネット検索行為を
トリガーとする。検索から〈ファウンド〉した映
像ファイル群のフッテージと音声を乱数でそれぞ
れトリミングし、その部分（クリップ）を8層の
プレイヤーへ順次読込み、再生を繰り返す。検索
で抽出した映像・音声クリップのトリミングとそ
の組合せパターンを鑑みると、そこからランダム
な変容・融合処理を経て発生する視聴覚現象は限
りなく一回性に近く、その変種の可能性は日々の
ネット情報の更新ゆえ無限と言える。
基本構造の詳細は「Expanded Cloud ver．3－ク
ラウドデータを用いた即時的自動処理によるファ
ウンド・フッテージ－」（土屋2019）を参照。
Grabbing Clouds
http://expandedcloud.net/ver4/grabbingclouds/
本稿主題のシステム。メインシステムと連動。
視聴覚的創作物の文字列による記録化を担う。
Ver．4で新規開発。
本システムの記録方式は、従来のフィルム、磁
気テープ、ディスク、デジタル等へ現象の〈直接
記録〉を行うものではない。メインシステムによ
る視聴覚現象の生成工程におけるクリップ8層の
重層再生構造および連続再生構造に着目し、読込
時系列順にクリップの元ファイルから「ビデオ ID、
イン点、アウト点」を抽出する。可読文字列に整
形したデータを、別モニター上への〈即時記述〉
とスピーカーを介した〈即時発声〉で示し、自動
記録化をおこなう。ここで示される記録内容と記
録方法は、音楽におけるスコア（総譜）による聴
覚現象の記録・保存、料理におけるレシピによる
味覚現象の記録・保存と同義の方法である。
自動記述のフォーマートは、以下の通りカンマ
区切りの文字列となっている。フォント＝「Apple
Chancery」．
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The Words
http://expandedcloud.net/ver4/thewords/
メインシステムとの連動システム。メインシステ
ムで入力された検索キーワードを通信取得し、別
モニター上にリアルタイム表示させる。Ver．4で
新規開発。
3．環境条件
3‐1．システム動作環境条件
OS環境（全システム共通）
・Mac：10．13．6以上
・Win：10以上
ブラウザ環境（全システム共通）
・Chrome69以上
・Safari12以上
映像出力
Expanded Cloud
・解像度：フルHD以上
・画面サイズ：100インチ以上
・アスペクト比：16：9
・表示色：RGB約1677万色（24bit）以上
Grabbing Clouds
・解像度：フルHD以上
・画面サイズ：不問
・アスペクト比：不問、但し縦長比率
・表示色：グレースケール256色（8bit）以上
The Words
・解像度：フルHD以上
・画面サイズ：不問
・アスペクト比：不問、但し横長比率
・表示色：グレースケール256色（8bit）以上
音声出力
Expanded Cloud
・ステレオ
Grabbing Clouds
・モノラル
The Words
・モノラル
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3‐2．作品鑑賞条件
本作品は、基本的にはインターネット回線に接
続可能な環境下で、上記「3‐1．システム動作
環境条件」を満たす端末が手元にあれば、時空を
問わず鑑賞することができる。但し、上記「2．
主要システムの概要」に示した3つのシステムへ、
個別の接続端末により同時アクセスすることで、
本作品は始動し鑑賞可能となる。
3‐3．インスタレーション条件
同一空間で不特定多数へ本作品の鑑賞を促す展
示状況の場合に限り、本作品作者（土屋）からの
インスタレーション指示と承諾に基づき、展示空
間設営をおこなわなければならない。
4．ファイル構成
本作品主要ファイルのツリー構造を以下に示す。
土 屋 貴 哉48
5．Grabbing Clouds による自動記述の記録
－ vol．1－
本作品初公開個展「Expanded Cloud」〔2019年
8月1～17日 switch point（東京）〕にて、本作
品内システム「Grabbing Clouds」が、会期17日
間に自動記述した文字列を以下に印字する。〔1
～4，424／72，072※2〕
※2分割発表により全記録を順次公開。
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